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j発出途上回ル

近代的小！：たJ

Eugene '.',taley and Richnrd l¥lorse, ;¥Jo,frn, 
Small lndus/1コ， j;n Devduρi11J.( Co1u1/r f円、＼Jc.
grow hill BりりkCompany, 19（，凡 43:0p 

「アジア日Hiとの政慌の中で，いままこ：l＜＇）がされてき

たものに‘ 11，日ミ：末、に iJ、比1悦産業，：：，，rc必ii',むよびH'Y'I,

f全 l経済的社］，ll'Jヤ1::;ti41t，ハ i巳、要件の山、がふうj二;i，は
L;'.! s「j耳［；，、で1mm：三tli：こ；＇ジア l)t]Xご乙 ：..,fン勺ムザlht
[f1j{'fi；つでのマ弓． 、Lトl¥O)tt'ijfj'ごあと｝

要評

~LC きた、しかし経済分析左多くの国々での経験は，

tし適dti:業種と技術を撰択し，経営改？子を計るなら，
;:1.,1ff h長時Rのなしうることを示唆してャるjと述べ，小

仁定のt当時的役叫のl守認i設とi鹿切な日再発政策の必要性と

を／J必するn

しかL、：手fr,U:1］、工業の擁巡すでもなく，小工業だけ

で工主化を達成できると夢忽する者でもないう規模の大

小よわを，著者ーにとって問題なのは，弁企業がそれぞれ

の分~If, Ji禄にて段通な規模を実現し，資源；の最適配分

を i主1；＇~しているかどうかであ•；て，その産担、とする産業

！蒋迭は，れのおの、適耳切J莫を実現している芥種m模企
業の杭｛，｛4ょにある。

こ行した経済的合理i'Iーの追求は次のような著古の政策

快調にもつながっているJ

長i1！、 i：主主政策の根本は，大l：業を不当に差別待遇した
り，，1、！：索以外のものの犠相によってノト工業の残存を保

涼す冶上ろな保進政策であってはならないこと，政策の
：~；；：：：山口士以i(t I. 他i'J~（；との間i症を気NL fこiLt•.な上

抗 ）三本；tあくまで，／ト仁索をLご生産ーとi同11而で 今回経済
力、＇・、やト 1!'"' ，｝寸，I 'A'::(1:1:士；お〈ア）弘（1；にハ と；土， d Jとiこ証役

千干のJ¥t'IIJ・j・どlところでーあーコ：－.。大仁JS（仁，，ii山；のd析と民

主不安の「削じitょうペ＇. i長選同1:ji手iC,に：：；1; t五人tわりi実
のlJ'UはとこiI. E ケの：；fJ定政涼へのはfJ'.i:•iJL·v ，ある

新 I~：）：:1./ jl¥i止行ヒ I)l, p王わーのいをj1,i，ど't;fi',T1jd(i止とi,F,丹jが

＂＇己止と；； Ai • －士山一］誌として i\l;J.JU•~Ll：伝山仁素化に果

たすjl,t';iiJと政取が改；J、亡十引主Hさ;fl、こもりlfliFの経済協

fJがiよ；；出ι5£(c: L て L 、；：，， n す｝こ Cぺ品！の •j:；：＇，を4匂，；r:.c:,tの
どL、えよう

一方、 →.'1]百品）1i1i: i、伝送li］工業化！日j；包が， 従来， 一仁

主化一般」と L: ；：，れ：＇,, ; 上，資 1,:,i支H'f, diJ弘、 )j弘

竺々 の清うた/'iーのあ：1ケにirr.c:Lえ旧民lj'J, ~，工 \'f)j,j<l）きめ

刊li＇，、fj，系（1'.J'-J¥i，が十＇dこされてきたと；よL、い 1i1(•，、）こと

に． 4、i見十日r :f：こ＜fLては， ［七 iftl~I にお：！ノ：~， i_・ ,}) ii：伊Ui'1り

な長；的比主に l,,J＇カ口わんず，ネ 11ll｛（ド0Jl!H，、ILかりえ.－，れて

-、，－ C.  1しー
～ Jふi)'., i~ 

こうした；［（；児にあ r iて， -,• '/ ,7・ヶ： ヒ vレグ1i可e，，発
展広吉のーっとしてjljわさ，jlノた:t::;t::cr土τ 士さ；こ符却の・;t;
といえるであ九三l

〆
ム, 

~：｛：土 r＇（て二で十二：r：れれ「六、を1文略；？の k ぅ；こ jf ，~－，ごい

木告のfl1(11干‘｛仕堂、て1,1,T'f｛上に山ゾ，.7,1］、l(lj主「・rの
f世f.'iと従！／、？の1:u:;i,uλをだ一五戸L, lf.itU；守のたJI(i二土
りよく戸側、（ーさすどJための；；！＇.}J ：；，の1長；、Iにあ／：） i;bk. ；］、

r:ti土｛をi!H'k, K){rHlとliiJ-mさjし このl},kれれ一元リLよ
隠された資;1市(TJft( 1,f,rlJi,r, f!l i士， rir~；‘ lf'z ＇.＇京の！市Liiで$｛校

の成長に’f寄与せしめるとlilJ時に，競争力ある「i注的発f淀

川i危な立て1たにすiii/:F る~＇））＼｝かれの開発政策であ C一〉おい tt

らtよL、とする》

こづしたきわめて興味itv、内定をもっ本書は，中小企

業問題の国際比較研究分野で結力的な活躍を続けてし、る

日tanford1-!esearch Institutどが，フォード財団の協力の

もとに1')58ffに以上のような趣日で実施した基礎研究，;I～

1illiの1,iz来をもとにしてできあがったものである。

キ；；＇｝の構成は 4吊ll5主主からなるつ

}( 

第1?;''i: ／ト工業 械鋭

;;¥';L部 :11 l；場制工業

百＼ '.! I]i: cfiT :U）；；初ji：業の特’反

応1主主 ：手工業の推転

第4i'l,: 家内工業の｛生前と問題点

第三J'fi, ;J、一仁Ji,) 分割i

第5；力 近代経済における小工場の競争力基盤

第β草 近代経済への干名行過程における小工場

活7卒 小工場の資源利用と開発戦略

;t :l 1官 小工場 政捻

山氏本 ,J,T.'J去の可能tt：と限界

？おり市 ／！、工業と大じたの＋，il完関係
，~； IOτ三 ノトじi/@1l'女；における尿用要因

,'H 11.,¥'<' , J、工業と地域分散化

第12];'.' ノト工業による寄与率位大化政策
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一一一一番 評

第4部 小工場 開発緒方策

第13章 開発計画の原則

第14霊祭 各国ならびに国際機関にみる小工業開発

言I-ti白l

第J日本 各国の必要性に（：じf二日昔！了策の選択と適

応

以上の章編成にもみるとおり‘ ?lfrrの iliJ~i；関心は小工

業問題灯（まとんどすべてにおよび，この分里7での数少な

い総合的体系的著作の一つであることがわかる。以下，

内森紹介を中心に本書を概観したい。

IT 

沼1]J;j:小工業の定義と仔｜正i終決に,1；める地伎の概観

でふ；1 本書の導入部をなす】

r；：ず「；士、小工業にみる経件機能の末分fじ密接な人的
f在地［！‘資本，信用調達面での不干I］，それに品約聖喜多等の

機能的特質を考慮、して，「もtftlJOO人未満のあらゆる形
態の製造工業Jと定義する。しかし，この量的基獲だけ

からする分類では大まかすぎるとし，次のような基準に

よる再分類を試みる。

近代的か伝統的か，都市工業か村落工業か，機械力使

用の有鎮守製品による区分等多様な基準が吟味され，け

っきょく 1 本書では経営様了ぐによらうT慌を係用し，ヱ湯

布lj工業とそれ以外の非工場問！？主去に大＼jljする。

つ／；:i、て小工業の生産C:，；－－；：「「lにii），わるltf立が国際比較

:i }1.、それが予想以上に高＜ tカhも安定的に推移してu、

ることからパ、わゆる小ヱ業淘汰消滅諭の誠旬を指摘し，

一国経済がひとたび工業化の臨界的最低水準に到達する

や小工業はきわめて安定的な地位を肖めうることを実証

しようとする。

今日の後進国工業化は先進国とは異なった径路をたど

るであろうが，その過程で果t-.Lう心、 主之果たすべき
小！卒、，J)役割は先進国のそれ以 I_If) i，のがあろうとし本

百おにはL、る3

店1部i土後進国工業の圧倒i'i'J:'fil分を内める非工場制，J、

工業内j主代化への対応と推！以内！日j題が論じられる。

第2章は工業製品の伝統的な供給者であり膨大な人口

の生業でもある非工場制小工業の実態と問題点が各国の

事例分析を中心にまず一般的に概観されるc

第3章では考察をより具体化すべく手工業をとりあげ

る ま子、西欧の史実から.T業化が手工業を消滅させ

るどころかその絶対的増加寸九＂干し口、イタ・）下実に注目す

るκ そ，l)理由に，大工業は か口子工す、tcl勝一逐するも，
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一方で多種大量の製品を供給するととにより，これらの

個性化，工芸化，修理，架設，仕上げ，販売，サービス

等々の分野で多様な事業機会を創出していることをあげ

る1 凶i吹ぞi士、手工業が自らの合理化努力に主〉て、近代

化J、花くみにi'.]J:t；しているこを，活切な！必t告がi'J一業の

l'ld＇；な発以を tたらしていることを川ムかにしてU、る。
とこ九で近代？士会への移行期にあ弓議！flではどろか。

二三守はその比重は圧倒的で， しかも工j必製品との激

しい競伶にさらされているが，特に有望な分野があると

して次のさつをあげる。

(11 修理修繕等の近代的サービス部門。後進国はこの

分野でことに遅れており，製品，施設の附周期間，操業

度を不当に狭めている現状からもっとも主主要な部門とさ

れ， ii被た終Hゎ指導訓練，設備のtrI_J.て干の放策を勧告

｛い .Cl'Ai'.J・r,_ lよ業分聖子。個性的志川市越した技術，デ

ヂイパこ上；，：工芸品，民芸品｝こ対する！人j外の需要は所得

Ji/) /11: iζJ ） ~t{T実に潟大するとして技能教育と訓練の必要

性を指摘する。

(3) 工場就業と小工場経営への道。前者の場合，教育

と技術指導により転換にともなう摩棟を軽減すること，

後者では，経営改善，資本調達面での施策が強調されて

；イ＇，！ I:Cr主家内 iよ業である。家内i；業、 とりわけド請や

'i'ii',Jf；－の従1,.,:,I、にあるものでは劣尽な経nブf人ぴに労働
条打、労働時院が支配的で，たえずti会的経済的諸弊害

のi/!i、とは J日、る。反面，家内工業［土’iCH1!J充（t'J隊得機

会を提供し，さもなくば未利用のまま放盟されるか他に

生産的就業機会のない労働力を安価な機会費用で，しか

もわずかな設備で活用できることから，特に移行期にあ

る国々にとって，資本節約，雇用吸収簡で果たす君主内工

業の役名1H土無視できないとし，以下の方策をあげる。

日、jオ：＇tli'Jt；終斉成長の｛足進，人Ii]lii!BIJ，敦子f~\fi'tえ等；こ

上；）、 Ii♂）,;,t業機会を創出し，家内労働者が1[¥U'i，.＼れる

上うた；下流／JIt：勺を緩和すること．（ど｝そj'J斡｝ムド正取

引取｝山：を椛能とする仲介機関の設fl','，山地域の家内

労働者が共同の仕事場に結集し作業するりーク・グノレー

ヅ組織の育成，（4）経営と技術の己v.:替， （f，）下請市ljの弊害是

正策がそれである。

m
 第三郎はl：場制小工業の存続と成長の経済的基盤を工

場規此企業規模の荷面からさぐり，この存立条件と資
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雪き E干

,,1:,,r）＂之さ臥J ケ-J~11；占 f二十三試， I(,;:1, HJPJc1）長止が以の11¥J llヨにとyては外ドJipJダfの開拓がこの分堅lでの成長規定主主：

if:'jが i；，＇.［： ニt,:'JごL、心 J 伏iに／工ろうと結んでし、心。

泊五章一ι［土、 }( 1ilhU J!;;, ,J、tr悦 ij誌のそれそ・）.1Aこも )¥ 7 く’，：主資源の段通配分達成のための製品，技術，主主

つ経済的反！日ゴポ，いJ、：；，r:O t;l r~ （｝）説法性、r；シ.rV1を： i-1心 ；車の選択！品j泌が，限界原理占＼：；:qiから論じられてL，、る。

に 政，！＇Jiこられ~＇.1 ~. t r fト域住工場のif，＇／支ミれを！りjら Ii ,i,:., fバリカ，パキλタン， ーューシ－＂7＞ド，オ

かにす心 ＿，，，トラ ＇）γの5カi1Jについて，付JJII価値／fr制占i定資産

ソいこ品作］ji{JJ(, J とLtほな民，：＇cj土Jよ.：：， } ’リカ乞 と資本KDiiiドが業陪ljljに比較分析され，ノト工業の文民己的

よ＇｝ 台、，；， ,J、じ＇｛＼ c＇） えr1c',i'Jリhを： 11ピ：. Iげ｝泌Ii丸紅l ；；目立， l!；に〈ゴ仁｝‘（ Jh), (2a）部門ではi氏い資本装

:t悼／；＇＇.＞品川 L，二jしりのJ{cf似こ尖i血nf1・'1'.l:1二2恥；する :riiヰでiJ色合体の平均をi二！11］と〉産！Mとあけてし、ることを

モし乙 l;, ，｛；也 じy；む；lli/;,I.り：Ji，訪山：，）：二：＇＼ノリ Jiニ：，JI・ ,rd-, 

j、j ) .')  (r午↓＇Jr，」己 τιJV』J;1''i'，｛己：，：),JJ,, j;,,iγゾ＇iiU 115 ）：.」L さらに：＇；＇71えJJiU；支を対象とした］：γ什！：｝分析から，資本

11,11'；主出来J!Suノl九iii,1セ返し亡 iトしれし／）後七Fiハニ）［；＇！と 11] if: ：：討が・J:'r:1ごありながら i，効率的かっM:i盛な技術が数多く存

↑J；＞パ刊Ii；ニ，.，，HじんfL＜，と：，，. YE j <1こと，生J'l'妥哀の似J,:.Jfr出格iじとロット規院が，要

I I,) J出；J＇；；、／；＇）：，，＇」！！；＇， ! J : i<J) 1, I ' 

• I I, r,:i込山c')/}' ＼し ）U＞人：iiH.；；，＇』J'}U.. 

' lし J L ーへ l~t 
（二日／ 特殊rじし，i!¥u、，iiii了li)' 

I '..: l,; 1,'i J 'J；ょLよミlt'Jj l↑I'! l 

I ,e l ' i/rJ iドベ・［l・,'i、 ,i占「h ii I :1 

I , i a • ,,¥'/fCi＇ノち flit：二五ぷi，η

I i I, ' i以咳JJ化，Jr，＇，ーが今、；，:J（ιぴ〉

本代；？とt主計：選択に強レ影響を与えることを実ぷする。

}j‘大！』Lの失業2fJU1／山をかかえる後進［司では医服

役以，二r'i!hふ小仁実の役／/lli土切実である。労働集約的j主

催、なかで七六キ↓， J:!ll(,:，家｝！＿.t,:U製品部l"lは：t¥{E(J<Jな

j[i(J!jl成I¥Y,:;/Jに；；；むが，ぞーの実現化はお安m肢と資本・ X;
H9JCうね！与ifo:i十九iじのあり ｝jにiム：存するとして 内外rfil訪問

riγ？？なとみ午産要点倣怖を定勢の機会食月！に均等化させ

るら：liEを?tiJ；九寸一る。

心、上， Jt;'¥!jヒ,J, ·~日VJ、.71-全れて‘おハ ft三t工科会的 しん＼句 1J、工業のす、てが労働集約的でないこ ξー要

性洗（1J .Cf; Jfa（ドYノl11'!'/cなノ斗」な dJの ~L]lf＇，；！仁和、に ζ ＇）， ｛正J正 /ii日j（に；キの；＼j,l'/1-，それに主1rho11にともなう＋ri，少資本の紛
の条件と ＇.・J:fCJいJiP.'i'l.と多u己主ni:U：｛らが；命Lc',,j L心。 m投入い ・!t！全体からみてはたしてM適配分となるかど
01，はし＇）；主主 fl.":11 )J:; L た（ヒグ）＇，在住＇H壬i\f•J);: 'J,¥i上｛｛：：L らか‘二十円己l,;,i：が必努fごと Lf仁がらも、 u、すれにせよ，労

〆i}'.i'J：にし iuノにな：：rt＞＇：ど i，，！二人 jーとし『 il；二十’lJ 郊での；;ii¥ i助が＇）~’，，；； 1iU長で多挺rレ i‘l1tr止のftf(1,',jの強Lパ後進｜正jでは小

1「：｜！！日当には 人li、 川；・.；， した［じ:t,'.(~/) ,!.• ,1りと経if社主 ctu,1JJ，屯／：；活民11ffitot'tが統計flりにも工＇；＇：的にもこ k＂正さ

il午U)J.c i· トliJ ；γ1{'1 か十↓ •IY；二あふと也、！川、j；（ι三土hiとい；11 .Jtう＇.， ~: L ・，ご1ぜ、；：I

JJI込1仏：c1,J寺山tこれl、／し＿， u、く：，.，

、C:11fJ1.il；二；，＇.，， f¥'.irJ.tJJ，；；；；；話［11；ニ！I、必fι：； iヰ二位

l二＇i,¥L;,j1ifとL三 l J il l、 i:, 1，と、 ！， Iι ，‘コ a;

乞♂ノ4九 三；＇；二、，） :C＇〕よシな？と＇ J(11j,i色j;)j「ん・ L・1;: iじの乏

;J".iこ与；，（し：，i!I ぃJi二il<l!i！しこ、J：こと：どノ，、j

L.t/じc'J /'IJμ}j(';::;¥J，てIf~Iけい♀fry しりいい［ jJ,, I と）；：1I. i!it;ゑ

1,Jc' ''¥',iii r二’｜ト1日． （日，qi以汁lJ'iUfvJ立てど •J 'J日、］J守Jとさ

;/ I,‘!;'~ ＇.：＇：、：tiiピ』j.,;I：こ二七心＇＜ ・ "(,_;: ir 1hl Y予C)l1；しJこht防

士；二、ル伐J.~.／，主＜）；>,c ご｛｜乏，：＇；， Ht'.d ；、 ！＇と；，~ ',11:,,t:と叫ん，

Jと，＇＂＇二 1／：干1;i!'.,i L ', c11 iL Jミ.＇！
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:~\ ：，点目は小：r:w1，川J見i三：促進策の究明であり本書のもう
と｛｝コ，；；1味深Lパ音！Vi）－をなす。

ミ，8ぷでは政策策定の内tHJlとしてJlうしい現実認、識が先

；）とて、あるとし，／卜1：業内＂l能性と限界が安約されるり

r.Jソト！：なの:11＇能不 tt:t業種選択の設り，終HW’}lj！技術
n;f2？，三に仁ゐJ.t,;（；－；メヲるく，必；し｛，T:射実の，J、さL、こと

にtbKiーと〉ものてはなレこと，（立，土地41庄11主人， おIris紋

占カバパ）／／＇i人,1:cち売のねされノよこ資｛1,,三J＇；（の幼ご1Nl'Jil，片iをは

かりう冶こと、 i立jit，吋では， d主活i’1三菱！辺久子担l税によりこれ

らi't＇決氏本企 l!}z;¥J.し大じ来にf敏氏でき心＂ S!ii主れがさわめ

く’L、なレここかんこの1f;iC米たす小工業の役1J,1Jは大さい

とすら，（け終＇／＇＇； {;'c;,1の長／；Ur・企業家11'r神の鍛MlffJ1とし

ご人11',ノロii'/1~11と！＼戦闘詩的中桜れをもつこと，（，jy,J 、企業、
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~cl<層の振興は社会的政治的1/J,済的Mi力 J),j、数者ーへの院中

a'.妨げ，社会の流動性を維持し，発展意欲を鼓舞し，中

ff階約形成比資するこ止，（日J土着ノJv企楽家の民族資本形

成に果たす役割に言及し，特；こ重要なれ；♂） 3 J民自，（時）補

完関係ゅ（7）雇用創出，（8）地域分散化，については以下の

,jl＇で詳説されることになる。

第り章t主役進阿で特；±未発達な補助i：なと Lての小工

業の役割と育成策が論じられている。

最初に械jjl:関係のもたらすメリソトについて，専門化

による生産性向上とコスト低下，大企業Jう品下情関連企業

に与える技術，経営面での指導と使益の提供撃事を中心に

先進制の事例lをもと仁述ベムれるつ －｝j，日本でその典

型をみる不合理な「しわょせ」と下請収容にふれ，補完

関係のもつ！品l題九~；：こも留意せよと瞥告する。

っし、で？を進国で補完関係の未発達なi（＇；回として，／ J）市

場の狭殴さと多種少量生産傾向から生産規模自体が少量

で所要部品瓶も外注より自家生産のほうえ2てゥとり早い

とと，（2），ト｜業の品質竹理ポ劣悪なことう（31価格，規格，

納期等の箇で企業相互間に信頼性が欠如していること，

をあげてνる。怖完関係の育成策として，経ぷ者全体の

生産刊ーとコスト"ff:識を出め3 生産件理技術を改善し企

業相互聞のより密接な接触と交流を強調する。

しかし浦完関係の価値はその融通性にあるとし，法規

や人為的誘因によって竺れを損うととがあってはたらな

かとしている。

第lり章では，小工業の近代化が原用におよ；fす：面的

影響と雇用意I]出に果売す役剤、それに労働資ii(｛の最適手I]

用のための施策が考察される。

小工業の成長：i, plj'j!+, i主主要，生産の継起がj増大を結

果させ，雇用機会の波及的拡大をもたらす反面，伝統的

工業の駆逐等による技術的失業を悲起する。そこで技術

的失業を~11：日ば－用機会の純増加を計る方策として，ま

ず全般的な経済成長を促進すること，技術的失業を招か

なν部門から順次近代化を進め，伝統的生産者の転業を
教育，技桁自l惨事而から助成すること，それに「成長拠点J

の設立をあげている。

つ－－－；いて，より積極的な雇用創出策が長期間接的方策

と即時直接的方策とt二分けて考察主れ，市j者では労働集

約的業種と技術の選択を説~，後者では，これを製造業

に期待することは一般に困燃であるとし，旦［J効策として

下部1構造の造成をあげる。竺の労働集約的資本形IJX:／土大

最の雇用吸収カを発揮すると同時に社会資本の拡充整備

にもつながるとし，特にカ｝，＼がおかれでし、る。

IOけ

第11苧＋の設題は工業の地域分数イヒζノj、T業の関係であ

る

今日，もろもろの弊害を招来しつつある大都市の過密

化を抑；ほし地場資源の活用，地場消費の充足をはかり，

娯民の伝統的保守性を変革する意味からも，地域凋発は

きわめて重大な課題となっている。後進地域の十士会的経

済的問発の中核件として著者はここ？「成長拠点jの創

設をあげるc

そのもっとも好ましい形態は先導的中核たる大工業と

補完的Fト工業群の結合体にあるとする。立地点には都市

と農村の中聞に位置する，もっとも潜在的成長カに富ん

だ地方ノト都市の選択が望ましいとして，都市と農村の連

五＇I環fニ之》成長拠点の意義を力説しといるC

第121訟は小工業を経済発展に最大限に賞献させるため

の諸方策の検討である。

最初に， 1,Jノj、工業政策はけりき工く炊の5点に集約さ

れるとし，（1）生産と経営の近代化，（2）業績の適正選択と

成長促進，（：J）経営改善，（4）技術改良と適正技術の採用，

U：補完関係の育成をあげてνる。

ついで，政策の立案実施に先だってー閣の全般的諸環

境のあり方が凋発に適台的であらねばならなし、とし，そ

れらが十分でなIt,J坊合そのt王ろの整備が先決Fあるとし

以下の点を指摘する。 (1）法と秩序，政府の開発行政能力，

h経済の全般的基調が停滞的か発11'~的か，（3）人的資源と

天然資源の賦存状態と開発状況， （4、｝社会的経済的下部構

造の整備状況，（5）法規，その他手続のあり方がそれであ

る。

つづいて，小工業のtSlt、手とのきわめて重婆かつ興味

をそそる問題にふれ，これまでの経験の示唆するところ

によればとLて，著者は次のように述べる。大工業主た

は流通，信用部門ではともかく，こと小工業生産に関す

るかぎり， 'I'＼＂僚的運営の危検をともなう政府険閣や適切

な経管7iの得難U‘協同組合によるよりも．小周模企業の

もつ融通性，親密な人間関係，自由な経営管理，間接費の

節約等々の dリ、ソトをもつどもよく活かしうる民間企業

方式が最善であるとするc さらに利潤動機のもつ積極的

；志義について，利潤こそ労働者の搾取ならぬ潜在的生産

諸カの開発による工業化推進へのtっとも強力な誘因で
あり，生産性向上の結果たる利潤増大は，賃金と雇用の

増加，コスト低減と価格低下に資する一方，高蓄積によ

るいピそうの生存性向上とtBfll能力の強化をもたらすと

主張し，企業家の質的改善策と増強策が考察されている。

議iをに，各国の現行施策の批判的検討に移り，登録・
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免許制等の法手続の小工業におよぼナ好ましくない影

響，生産力水準仁不釣台な社会労働立法内容，公正さを

欠〈原材料，輸入部品の間分，政府購入のもつ問題点，

それに輸入制限，税制にまつわる多様な問題点が吟味さ

れ，問時に政策策定のあり方が示唆されているo

京4部t土手＇3部で展開された政策にそっていっそう具

体的な諸方策が論ぜちれ司開発許閣の企画，実施等tとと

もなう実！涼1JIJ課題が技術的細目にまでわたって詳説され

る。

しかしこ二弓での理論的背景については第3部まででほ

ぼ尽くされているので簡単な要約にとどめたL、。

第14章では具体的諸方策の主要な10項目をあげてい

る。主ず経）＇.｛；改苦には， Db言・勧；日・普及サービス，経営

管理者の教育訓練，調査研究の3項目をあげ，それらの

三粒今体的実施を強調し，残る 7項目には，金融，工業

団地，共同施設，原材料・設備の購入斡旋，市場開拓，

労働関係，補完関係を合めてヤる。

第15章は，これらの方策がいかなる機関，施設により，

いかに実施されるべきかに答えるべく，対照的な環境の

もとで独自の政策を展開しているスイス，日本，インド

の実情が例解され，第Hi卒ーでは各国の；H企画立案実施に際

しでは，当局者は自国の諸条件に適合した方策を注意ぶ

かく選択し，巧みに組み命わせる必要があるとして本書

を結んでいる。

V 

以上が本舎の概要である。みられるとおり開発理論と

適正規模論の立場からする中Fト企業理論とが巧みにおり

なされ，内容豊かな理論分析と政策提舎を試みた労作で

ある。とよ二に展両された具体的諸方殺ならびに開発計額

の策定と実施に関する技術的諸手法の詳細な説明は，著

者がだれよりも先に本査を捧げている後進悶の開発計画

立案実施当！”J者にとって、文字三お H生きた知識となる

ことであろう。

し沿道し， t子者の方法論に関連して：ti＋の開題点も感ず

る。

第1点は，著者の分粁視角が「生産力＝経討J視点tこ

重点がおかれ，分析がいわゆる適正規模論に特化し，政

策も適正規i主業局の選択，生産・経営の近代化合現化に

傾斜していることが指摘できょう。

か；2点は，先進国の歴史的経験は後進国の参考となり

うるかとの基本的な聞に関連している。後進国小工業の

分析と政策蛇言に際して，著？？は， ri本をかむ欧米先進

審評

諸国の経験から多くの示唆と教観｜｜を導き出す。 「経済分

析と多くの同々での経験は，小工業がもし適正な業稀と

技術を選択し，経営改善を計るなら，貴重な賞献のなし

うることを示唆している」と，著者がその一貫した主張

を序文で強調するとき，そこでの「多くの国qJとは実

は本文の内容からするかぎり， 「もし…・なら」との前

提条件を実現できうる状態にある先進諸国のととにほか

ならない。単に生産力上の格差にとどまらず，先進国と

比経済の発展段階を決定的に異にし異質な歴史的諸

条件と歴史的環境のもとで経済開発をよぎなくされてい

る後進国にとって，はたして先進国の歴史的経験がどの

程度にまで役だちうるのであろうか。もっとも，著者自

身後進国と先進同での社会的経済的諸条件の差異に注目

し，後進国は，おのおのの諸条件に適合した方策を注意

ぷかく選択し，組み合わせる必要性を説いているのであ

るが。

後進国小工業の近代化に対する著者の多分に楽観的な

展望とも合わせ，この点疑問を感ずるものであるが，今

後に残された課題といえよう。

最後に，政策策定と財政との関係について。後進国開

発計画の多くは，過大な目標と過少な財源に制約され，

財政資金の裏づけに対ナる十分な配慮なきまま，ときに

は媛助めあてから望ましい諸方策を緩測し，計画のため

の言十両の弊を繰り返している例があまりにも多い実情に

ある。対小工業政策のより深い分折のために，そしてま

た，点に実効的な政策策定のためにも，財政資金の配分

メカニズム，そこに作用するカ関係等々，財政との総合

的な実態抱握は欠かせないとャえる。こうした視点から

の分析も加えられていれば，本番はさらにいっそう充実

したものとなったのではなかろうか。

いずれにせよ，今後の後進国小工業論の展開は本書を

買主要な礎とすることであろう。

（経済成長調査部 小池賢治〉
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